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狂犬病ワクチン安全情報等について（第２報） 

 
 標記の件につきましては、先に平成 22 年４月 26 日付け 22 日獣発第

29 号によりお知らせするとともに、併せて予防注射に伴う副反応への適

切な対処について貴会関係会員獣医師に対するご指導等お願いしたとこ

ろであります。 
 この度、この件に関し、先に自ら安全情報の提供をいただいた（株）

微生物化学研究所から別紙により情報提供の趣旨等について誤解のない

よう連絡を受けたところであります。 
 もとより薬事法等の法令の基づく報告をはじめ情報の提供等は我々獣

医師専門職はもちろん医薬品の開発・製造・流通等の業に当たる者の責

務であります。 
今回の件はその責に当たる者、自らが自前の情報を行政当局をはじめ

獣医師会にも提示いただいたものでありますが内容は既に先の通知にて

も説明がなされたとおり、特定製造メーカーの特定ロットに起因する特

別の事例に係るものではないことは、動物薬事行政当局も理解している

ところであります。従いまして、この旨ご理解の上、一般論としての動

物診療における予防注射実施に当たっての動物の副反応に対する臨床対

応及び動物飼育者に対する保健衛生指導等について、なお一層の留意を

関係獣医師に対しご指導賜りたくよろしくお願いします。 
 
 

 
（注）本件内容の問い合わせは、長野事務局職員までお願いします。 
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